
 

 

船舶事故調査報告書 

令和７年１１月１９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年４月１５日 １９時００分頃 

発生場所 東京都江戸川区葛西臨海公園南方沖の三枚洲 

浦安沖灯標から真方位３１０°１.９海里付近 

 （概位 北緯３５°３８.０′ 東経１３９°５１.９′） 

事故の概要  プレジャーボートMeisho
メ イ ショ ー

は、航行中、浅瀬に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和６年５月３０日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Meisho、５トン未満（長さ９.０７ｍ） 

 ２１０－３５７４８埼玉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 プロペラに擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南南西、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 

日没時刻：１８時１５分頃 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、埼玉県川口市所在のマリーナに向

け、千葉県鋸南
きょなん

町保田
ほ た

漁港を出航して航行中、三枚洲の浅瀬に乗り揚

げた。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

本船は、船長が１１８番通報を行った後、来援した漁船に引き出さ

れ、救助された。 

船長は、事故発生場所付近の航行経験が複数回あった。 

本船の喫水は、約１.０ｍであった。 

事故発生場所 

（令和６年４月１５日 

１９時００分頃発生） 
葛西臨海公園 

浦安沖灯標 

東京都江戸川区 

三枚洲 



 

 

分析  本船は、航行中、船長が前路の浅瀬に気付かず、浅瀬に乗り揚げた

可能性があると考えられるが、船長から必要な情報が得られなかった

ことから、乗揚に至った状況を明らかにすることができなかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が、航行中、船長が前路の浅瀬に気付かず、

浅瀬に乗り揚げた可能性があると考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、航行中、自船の船位を正確に把握し、浅瀬との安全な距

離を確保すること。 

 


